
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

西条駅周辺地区

令和6年5月

広島県 東広島市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

※全ての指標について記入

312,130 令和6年4月

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

1年以内の
達成見込み

-
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

-

事後評価

見込み・確定の別

226,679

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

その他の
数値指標２

東広島市芸術文化
ホール「くらら」の利
用者数

人/年度 329,100

総合所見

令和元年度～2年度にコロナの影
響で前年度の55%減少したものの、
美術館移転による都市機能の集約
もあり3年間で200%超まで回復する
ことができた。

220,140
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

令和6年4月

周辺地域からの移動手段として今
後も需要増が見込まれる。今後の
利用者の年齢層も想定しつつ、事
業を進めていく。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

西条市街地循環バス
「のんバス」の乗降客
数

人/年度 172,116

指　標 従前値

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

歴史的なまちなみや酒蔵が集積す
る観光拠点として、既存商店街の
活性化や魅力的なまちなみの形成
（電線類地中化、美装化）を進める
ことができた、コロナ禍の影響によ
り目標値には達していないが、観
光・商業の活性化が図られた。

21,922 -

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標２ 酒蔵地区の観光客数 人/年度 34,412 24,211

総合所見

八本松町より移転することで、本市
の文化・芸術・交流の拠点として、
都市機能のさらなる集約を図り、市
民一人ひとりが生涯に渡って文化
芸術に触れることができる環境づく
りができた。集客が見込める企画
展や美術館前の社会実証実験等
も大幅に目標値を上回った要因と
なった。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

-○

事後評価 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

△

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

80,555

計測時期

令和6年4月

令和6年5月

指　標 従前値 目標値

指標１ 美術館の来館者数 人/年度 8,165

1年以内の
達成見込み

△

85,759

見込み・確定
の別

35,000 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

41,500

265,731



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・集積した都市機能や都市基盤の積極的な活用

・中心市街地の活性化

・自動車交通による西条駅南北のアクセス性の改善

・酒蔵地区にふさわしい景観の形成

・中央生涯学習センター跡地の活用

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

事後評価時点（令和6年3月）から期間が経過していないため、
実施していない（令和6年度からの次期計画で実施する予定。

事後評価時点（令和6年3月）から期間が経過していないため、
実施していない（令和6年度からの次期計画で実施する予定。

事後評価時点（令和6年3月）から期間が経過していないため、
実施していない（令和6年度からの次期計画で実施する予定。

-

具体的内容

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価時点（令和6年3月）から期間が経過していないため、
実施していない（令和6年度からの次期計画で実施する予定。

-

今後の課題　その他特記事項

-

-

-

-

-

-

-

実施した結果

-

-

事後評価時点（令和6年3月）から期間が経過していないため、
実施していない（令和6年度からの次期計画で実施する予定。

実施した具体的な内容

-

-

実施時期

-

- - --

- -

- -

- - --


